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市政だより

昭和53年 3月15白地836

人口の動き

2月 1日現在 前月比

計

数
口
男

女

帯

人

世

6 3，1 1 0 + 89 
3 0，3 6 4 + 56 
32，746 +33 

1 7，3 5 5 + 52 
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一足先に 護軍いっぱしもに咲き，~こる

県立大村園芸高等学校(富永栄校長)の温室いっ ぱ

いに、シクラメンやカーネーションなどが咲きほこっ

ています。

これは、生徒の皆さんが、たんせいこめてつくって

いるものです。

温室の外はまだ冷たく感じますが、こ乙は一足先l乙

春本番を迎えています。
県立大村園芸高等学校

， .¥ 
仁
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毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所 編集/在、書広報課 印刷所/九州凸版株式会社
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(2) りお お む市政だより昭和53年 3月15日
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春の全国交通安全運動

飲酒運転を追放しょう

5日

新
入
学
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
人
や
車
の
動
き
が
活
発
と
な

り
花
見
な
ど
に
よ
り
飲
酒
の
機
会

も
多
く
な
る
な
ど
、
交
通
上
極
め

て
危
険
な
時
期
と
な
り
ま
す
の
で

次
の
項
目
を
重
点
に
安
全
運
動
を

展
開
し
ま
す。

お
互
い

に
交
通
ル

1
ル
を
守
り

事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
ま
た

あ
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し

ょ

・つ
。

4 月 6日~

運
動
の
重
点

①
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
、
特

に
子
供
と
老
人
の
交
通
事
技
防

止
⑨
飲
酒
運
転
の
追
放

③
夜
間
に
お
け
る
交
通
事
政
の
防

止
④
シ

l
ト
ベ
ル
ト
及
び
ヘ
ル

メ
ッ

※ 

ゐ、

な

あ

よ

わ

き

見
ト
着
用
の
推
進

(歩
行
者
向
け
)

①
昭
和
田
年
交
通
安
全

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

横
断
は

見
る
く
せ

・
待
つ
く
せ

止
ま
る
く
せ

(
運
転
者
向
け
)

(
こ
ど
も
向
け
)

事
故
を
よ
ぶ

ピ

l
ド
が

酒
が
疲
労
が

ス

あ
ぶ
な
い
よ

二
人
乗
り

運転者講習会

円三一 場土溝窪公民館 I3.17 ! 

中 央 i市民会合 (ホール)I 3・20

竺竺 1~2_
萱瀬 |萱 瀬小 体育館 13.23119:30-21:30 

竹松 |竹 松小 I 3.24 I 

福重 i福 重小 。 13~ 27- 1
f~ -Ji-I f~ ，原小 川司 ! 

田i鈴 田 小 体育館 I11 ¥19:30-21:30 I 

間

手呈

時

日

安
い
掛
金
・
大
き
な
保
障

市

民

交

通

傷

ニ
父
通
事
故
の
補
償
は
市
民
の
総

力
で
が

と
い
う
皆
さ
ま
の
戸
が
、

ゴ三
仁コ受

わ
き
見
無
灯
火

鈴

※ 1.近 く予想される道路交通法の改正要点の説明が
あります。

2.会場内で夜間交通安全対策用品の反射材などを
特販します。

保

険

付

中

乙
の
市
民
交
通
傷
害
保
険
を
誕
生

さ
せ
ま
し
た
。

鑑

灯

火

人

乗

り
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国

保

被

保

険

者

証

~

A

4

月

1
日
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す

f

h

い
ま
使

っ
て
い
た

だ

い

て

い

七

日
か
ら
三
月
末
日
ま
で
に
園
、

川
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
に
郵
送

計

叩
証
(
保
険
証
)
は
、

今

月

末

が

し

ま
す
。

ん

~
有
効
期
限
と
な

っ
て
い
ま
す
。

四
月
一

日
か
ら
は
、
新
し
い

γ

~

新

し

い
保
険
証
は
三
月
二
十

保
険
証
を
お
使
い
下
さ
い
。

一

多
く
の
人
が
加
入
で
き
る
よ
う

掛
金
も
で
き
る
限
り
安
く
し
て
い

ま
す
。家

族
ぐ
る
み
の
加
入
で
交
通
事

技
に
備
え
ま
し
ょ
う

Q

①
申
込
方
法

申
し
込
み
用
紙
は
、
町
内
会
を

通
じ
て
各
家
庭
に
配
布
し
て
い
ま

す
Q

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
町
内

で
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
場
合
は
町

内
会
長
に
、
個
人
で
申
し
込
ま
れ

る
場
合
は
生
活
環
境
課
、
ま
た
は

各
出
張
所
に
お
申
し
込
み
下
さ
い

③
加
入
で
き
る
人

市
内
に
住
所
の
あ
る
人
、
及
び

市
内
に
通
勤

・
通
学
し
て
い
る
人

は
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

③
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
場
合

自
動
車

・
バ
イ
ク

・
自
転
車

・

リ
ヤ
カ
ー
・

電
車

・
汽
車

・
パ
ス

な
ど
に
乗

っ
て
い
て
事
故
を
起
こ

し
た
場
合
、
事
故
に
あ
っ
た
場
合

ま
た、

歩
い
て
い
て
、

こ
れ
ら
の

車
両
に
は
ね
ら
れ
た
り
し
た
事
故

の
場
合
は
支
払
わ
れ
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
す
べ
て

の
事
故
に
対

し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

た
だ
し、

航
空
機

・
船
舶
な
ど

に
よ
る
事
故
は
支
払
い
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

④
掛
金

一
人
四
百
八
十
円
で
、
五
月
以

降
の
中
途
申
し
込
み
は
月
割
四
十

円
で
す
。



乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

※ 

飲
酒
淫
転
を
追
放
し
よ
う

昭和53年 3月15日
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一1
臼
年
度
の
市
税
の
納
入

近
代
的
な
よ
そ
お
い
で

も
う
お
済
み
に
な
り
ま
し
た
か

三
浦
出
張
所
完
成
ま
じ
か

四
月
は
、
五
十
三
年
度
の
固
定

資
産
税
第
一
期
の
納
期
月
で
す
。

忘
れ
ず
に
完
納
出
来
る
納
税
組

合
に
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
人
は

最
寄
り
の
組
合
に
加
入
し
、
組
合

の
な
い
と
乙
ろ
は
新
規
組
合
の
設

立
で
督
促
を
受
け
な
い
よ
う
ど
協

力
く
だ
さ
い
。

設
立
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と

は
税
務
課
庶
務
係
に
電
話
で
も
結

構
で
す
の
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

(
曾
③
l
四
一
一
一
内
線
二
三
二

・一一一一一
一二
)

昭
和
五
十
二
年
度
の
市
税
は
、

保
険
税
を
残
し
て
各
納
期
と
も
過

ぎ
て
い
ま
す
が
、
忘
れ
て
完
納
出

来
て
い
な
い
税
金
は
な
い
か
、
確

か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

首
促
状
を
受
け
て
い
る
脱
金
は

早
く
納
税
し
な
い
と
延
滞
金
や
加

算
金
が
つ
き
無
駄
な
お
金
を
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

Q

な
お
、
事
情
が
あ
っ
て
完
納
出

来
な
い
人
に
は
納
税
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
市
税

務
課
収
納
係
窓
口
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

4
月
6
日
に
移
転
し
ま
す

昨
年
十
一
月
か
ら
改
築
中
の
三

浦
出
張
所
は
、
田
三
浦
小
学
校
跡

地
に
、
鉄
筋
二
階
建
て
の
近
代
的

な
よ
そ
お
い
で
四
月

一
日
に
完
成

し
ま
す
。

一
階
は
事
務
室
、
中
会
議
室
.

関
書
室
、
料
理
講
習
室
、
管
理
人

主
、
ロ
ビ
ー
な
ど
が
あ
り
、
二
階

に
は
大
会
議
室
、
和
室
三
部
屋
、

ロ
ビ
ー
な
ど
地
区
の
み
な
さ
ん
の

使
い
や
す
い
よ
う
に
で
き
て
い
ま

す。
こ
れ
か
ら
は
明
る
い
事
務
室
で

よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
と
、
地
区
の

み
な
さ
ん
の
い
こ
い
の
場
と
し
て

ま
た
、
生
涯
教
育
に
も
広
く
活
用

さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
出
張
所
は
、
四
月
六
日

に
移
転
し
ま
す
。

鈴

田

出

張

所

仮
事
務
所
へ
移
転
し
ま
す

空
き
地
に
移
転
し
ま
す
。

鈴
田
出
張
所
は
改
築
の
た
め
三

月
二
十
五
日
鈴
田
郵
便
局
の
東
側

り

保
険
税
は

3
月
中
に
完
納
を

県

警

本

部

長

か

ら

感

謝

状

大

村

市

連

合

防

犯

協

会

へ

安
田
修
・
れ
大
村
市
連
合
防
犯
協
会
(
会
長
に
あ
る
防
犯
組
合
の
連
合
体
で
す

県
警
本
部
長
・
高
木
市
長
)
へ
感
謝
状
と
金
一
今
回
の
感
謝
状
は
、
青
少
年
の

が
二
月
二
十
封
を
贈
ら
れ
ま
し
た

Q

健
全
育
成
を
含
め
た
防
犯
運
動
の

七
日
、
市
役
同
防
犯
協
会
が
発
足
し
た
の
は
実
績
と
警
察
へ
の
協
力
な
ど
に
対

所
を
訪
問
さ
三
十
年
十
一
月
で
、
市
内
八
地
区
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

. . -
e 

. . . . 
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e 

. 

. . . . 
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む

医

療

費

支

払

[ま

お

月
平
均

1
億

3
千

万

円

お

支
払
い
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

保
険
税
は
、
自
分
か
ら
す
す
ん

で
納
期
ま
で
に
納
め
る
よ
う
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
未
納
の
保
険

税
は
、
三
月
中
に
完
納
さ
れ
る
よ

う
お
廟
い
し
ま
す
。

三
月
は
昭
和
五
十
二
年
度
保
険

税
最
後
の
納
期
月
で
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
保
険
税

は
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の

医
療
費
や
、
助
産
費
、
葬
祭
費
、

は
り
・
き
?
っ
施
術
費
な
ど
に
充

て
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
保
険
税

の
収
入
が
な
い
と
医
療
費
な
ど
の

市政だより(0) 



(4) 

中岳浮立・民踊などが出演

り

り

--4月15日

品目仇 つ

おお む市政だより

3月25日

らh
d
 

期間中

昭和53年 31115日
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恒
例
の
さ
く
ら
祭
り
が
三
月
二

十
五
日
か
ら
開
催
さ
れ
、
市
内
工

観
光
課
、
大
村
市
観
光
協
会
で
は

期
間
中
、
次
の
催
し
を
行
い
ま
す

四
月
一
日
(
土
)

。
民
踊
団
体
出
演
(
大
村
公
園
野

外
ス
テ
ー
ジ
・
午
後
一
時
i
三

時
四
月
二
日
(
日
)

。
中
岳
浮
立
(
大
村
公
圏
内
・
午

前
十
一
時

t
午
後
二
時
)

。
地
酒
祭
り
(
大
村
公
圏
内
・
正

午

t
)

。
民
踊
団
体
出
演
(
大
村
公
園
野

外
ス
テ
ー
ジ
・
午
後
一
時

t
三

時
)

四
月
八
日
(
土
)
・
九
日
(
日
)

。民
踊
団
体
出
演
(
大
村
公
園
野

外
ス
テ
ー
ジ
・
午
後
一
時

t
三

時
)

第

3
回

品

商

品

官

舎

さ
く
ら
マ
ラ
ソ

ン
大
会

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い

健
療
の
保
持
、
増
進
を
目
的
に

走
る
こ
と
を
楽
し
も
う
と
思
う
人

を
対
象
と
し
た
競
技
会
で
す
。

経
験
者
、
初
心
者
、
老
若
男
女

を
問
わ
ず
、
自
分
の
体
力
に
応
じ

た
種
目
を
選
び
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で

完
走
し
て
下
さ
い
。

日
時

四
月
十
六
日
(
日
)

萱
瀬
小
学
校
集
合

受
付
九
時
か
ら

開
会
式

十
時
か
ら

一一パ一γ¥パ樽¥パ¥パパ¥¥¥¥jj¥
一

1

一
γ4
ハ山人人

ι一一
一ぺ一い
い
ιいい応闘一¥¥臨闘聞副

岬

一
~l~

妻?、
i
i
'
e

臨
国
国
間
制
閏間
開
園
盟
慣
箇
，
悶

習
慣
帯

一-u
、
よ
同

¥一~一一一九日
十一ト

現
勤時
ネ

暁
刊

延
1
6
3
人
が
参
加
…

A

一二
三

恥
河

川一
言

/
J
dm

一
一可

思

議

長

期

大
村
内
工
会
々
に
、
訪
ず
れ
る
観
光
客
に
対
し
~

ハ

斗
一
阻
哩
圃
園
開
隣
ぽ
斡

γ

-4
9ご
一

議
所
・
市
内
工

親
切
で
楽
し
く
過
し
て
い
た
だ
く
川

〉
一、qi闘

凋

特

選

「

叫

んノ

観
光
課
で
は
、
た
め
に
、
接
客
の
マ
ナ
l
、
史
跡

V

議

臨
凶
割
強

繭

川

行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
説
明
、
電
話
の
受
け
方
、
か
け

Y

F

心十
岡
山

fhu
ム
一
誠
隣
命

誌

を
前
に
、
日
頃
方
に
つ
い
て
の
講
座
を
聞
き
、
延

A

一2
1
翻

悪

酔

爵

勺

一戸
海
二

接
客
に
従
事
し
百
六
十
二
人
の
受
講
者
が
あ
り
ま
~

手
議

Zw川
一司

一:
…

一ん

い
い
勝
清
二
づ
島
田
歯
周
v
t
Jw・司

山

崩
ず
ぬ

て
お
ら
れ
る
人
し
た

Q

喚

問

ま

※ 

横

断

は

見

る

く

せ

待

つ

く

せ
コ
ー
ス
萱
瀬
小
学
校
周
辺
を
中

心
と
し
た
コ

l
ス

種
目
二
キ
ロ
小
学
五
・
六
年

男
女
、
中
学
、
高
校
女
子

三
キ
ロ
中
学
男
子
、
一
般
男

女
(
五
十
歳
以
上
)

五
キ
ロ
高
校
男
子
、
一
般
男

女
(
四
十
歳
以
上
)

十
キ
ロ
一
般
男
子
(
三
十
九

歳
以
下
)

※
た
だ
し
、
一
般
男
女
は
規
定
の

種
目
よ
り
長
距
離
を
申
込
ん
で

も
よ
い
。

参
加
資
格
市
民

申
込
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
所

定
の
申
込
用
紙
に
返
信
用
封
筒

(
住
所
・
氏
名
を
記
入
)
に
五

十
円
切
手
を
添
え
て
申
込
む
こ

と。

申
込
先
市
教
育
委
員
会
体
育
課

主
催
市
教
育
委
員
会

主
管
大
村
市
陸
上
競
技
協
会

大
村
定
ろ
う
会

西
日
本
新
聞
社

後
援

※
完
走
者
に
は
完
走
記
録
証
書
を

贈
り
ま
す
。止

ま

る

「花と史跡を画題とした「

」一一観光写真コンテスト一一一!

4
月

2

市
内
観
光

p
-
R
の一

環
と
し
て
、

花
ま
つ
り
期

間
中
(
三
月

二
十
五
日

l

六
月
十
五
日
)

花
、
史
跡
を

画
題
と
し
て

作
品
を
募
集

し
ま
す
。

一

部

白

瓜

日

み

ん

な

四
つ
切
り
に
限
る

一
人
五
点
以
内

一一部

c
カ
ラ
l
ス
ラ
イ
ド
三
十
五

ミ
リ
(
ラ
イ
カ
)
判
一
人
十
点

以
内

0

カ
ラ

i
ス
ラ
イ
ド
六
×
四
・
五

判
以
上
一
人
十
点
以
内

応
募
締
切
六
月
二
十
日
到
着
分

送
り
先
・
問
合
せ

玖
島
郷
二
五

市
商
工
観
光
課

盆
一
③
l
四
一
一
一

集

ま

ろ

う

「
サ
ッ
カ
ー
ブ
ェ
ス
テ
ィ
パ

ノレ

日
本
体
育
協
会
、
日
本
サ
ッ
カ

ー
協
会
で
は
、

毎
年
四
月
の
第
一

日
曜
日
を
『
サ
ッ
カ
ー
の
日
』
と

定
め
、
全
国
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
の

催
し
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

本
市
で
も
、
現
在
活
動
し
て
い

る
小
・
中
・
高
校
・
一
般
及
び
壮

年
の
各
チ
ー
ム
を
動
員
し
て
、
ゲ

ー
ム
・
交
歓
試
合
な
ど
を
催
す
と

と
も
に
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
サ
ッ
カ
ー
に
親
し
ん
で
い
た
だ

く
た
め
、
全
市
民
的
な
催
し
を
と

考
え
て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
に
興
味
の
あ
る
人
、

く

せ

個
人
・
グ
ル
ー
プ
・
団
体
な
ど
経

験
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽

に
ど
参
集
下
さ
い
。

日
時
四
月
二
日
(
日
)

午
前
九
時
三
十
分
集
合

場
所
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
隊

グ
ラ
ン
ド

主
催
大
村
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

曾
②
l
六
七
八
二

共
催

市
教
育
委
員
会

曾
⑦
四
一
一
一
(
内
)
三
四
O

※
団
体
に
つ
い
て
は
事
前
に
市
体

育
課
、
ま
た
は
市
サ
ッ
カ
ー
協

会
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
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※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

い
ま
が
チ
ャ
ン
ス

越

冬

害

虫
の

駆

除

薬

剤

を

配

布

し

ま

す

暖
か
く
な
る
に
つ
れ
、

越
冬
害

虫
の
活
動
が
活
発
に
な
り
、
こ
れ

と
同
時
に
繁
殖
行
動
に
は
い
る
た

め
、
そ
の
数
は
自
信
に
鼎
え
て
き

ま
す
。乙

れ
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

に
は
、
駆
除
薬
剤
(
乳
剤
)
を
散

布
す
る
な
ど
、
早
い
時
期
か
ら
の

地
域
ぐ
る
み
の
活
動
に
よ
る
ほ
か

あ
り
ま
せ
ん
。

実
施
計
両
を
立
案
さ
れ
る
町
内

は
町
内
会
長
さ
ん
が
害
虫
駆
除
薬

補
助
申
請
書
を
市
生
活
環
境
課
窓

口
へ
提
出
さ
れ
ま
す
と
配
付
し
ま

す。
ま
た
、
農
家
の
人

へ
の
お
願
い

で
す
が
、
家
畜
ふ
ん
を
肥
料
と
し

て
使
用
さ
れ
る
場
合
は、

畜
舎
か

ら
描
出
す
る
以
前
に
駆
除
薬
を
散

布
し
、

殺
虫
、
殺
ソ
を
行
っ
て
か 乗

る
な
ら
飲
ま
な
い

ら
畑
地
に
す
き
込
む
よ
う
ど
協
力

く
だ
さ
い
。

‘.，， 
.. 
aa---v---A---v--A----v---h----y--A .. ，E.
，
aa---

を福 祉年金

老
齢
福

祉
年
金
、

障
害
福
祉

年
金
、
母

子
福
祉
年

金
、
準
母

子
福
祉
年

金
、
老
齢

特
別
給
付

金
、
児
童

扶
養
手
当

特
別
児
童

手
当
、
福

学
校
給
食
設
備
の

充

実

の

た

め

に

県
農
協
中
央
会
か
ら

長
崎
県
農

協
中
央
会
で

は
、
こ
の
ほ

ど
、
学
校
給

食
設
備
の
充

実
の
た
め
に

と
、
二
十
九
万
七
千
円
を
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

市
も
趣
旨
に
そ
っ
て
活
用
す
る

よ
う
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の

アこ

vご

め

祉
手
当
、
原
爆
被
爆
者
特
別
手
当

健
康
管
理
手
当
、
保
健
手
当
な
と

受
け
て
い
る
人
の
た
め
に
郵
便
局

で
は
特
別
な

「
定
期
郵
便
貯
金
」

を
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。

取
扱
期
間
五
月
二
十
日
ま
で

一
人

百

万

円

ま

で

お
預
け
期
間
一
年

貯
金
利
率
年
六
・
七
五

Mm

※
申
込
み
の
際
は
、
年
金
手
当
証

書
を
ど
持
参
下
さ
い
。

詳
し
い
乙
と
は
、
お
近
く
の
郵

便
局
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

郵
便
貯
金

婦
人
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

資
格

郵
便
貯
金
を
ど
利
用
の
二

十
歳
以
上
の
ど
婦
人

任
期

委
嘱
の
日
か
ら
来
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

応
募
締
切

三
月
三
十
一

日
ま
で

※
過
去
に
さ
れ
た
人
は
ど
遠
慮
願

い
ま
す
。

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

一
地
球
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
は

限

り

が

あ

り

ま

す

日
本
は
石
油
を
は
じ
め
、
ェ
も
に
、
地
球
の
エ

、不

ル
ギ

l
を

ネ
ル
ギ
!
の
約
九

O
Mを
海

外

大

事
に
使
っ
て
い
く
乙
と
が
大

に
依
存
し、

特
に
石
油
は
そ
の
切
で
す
。

九
九
・
七
労
を
輸
入
し
て
い
ま
「
電
気
も
限
り
あ
る
資
源
の

一

す

。

つ

で

す

。
大
切
に
使
い
ま
し
ょ

電
気
の
約
七

O
M
mは
そ
の
貴

う」

重
な
石
油
を
燃
料
と
す
る
火
力

い
つ
ま
で
頼
れ
る
こ
の
資
源

発
電
所
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

石

油

あ

と

二

十

九

年

そ
の
石
油
も
今
の
ま
ま
で
い

天

然

ガ

ス

あ

と

三

十

六

年

け
ば
あ
と
三
十
年
も
す
れ
…

ウ

ラ

ン

あ

と

九

十

八

年

費
し
て
し
ま
う
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

今
後

工
、
不
ル
ギ
i
の
安
定
確

保
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
残

り
少
な
く
な
っ
た
石
油
へ
の
依

存
を
概
力
抑
え
多
様
な
資
源
か

ら
工

、不

ル
ギ
ー
を
求
め
る
と
と

¥

/

 

正

日から

ど|
特別な 「定期郵便貯金」 受

給

者

料 金 改く公営駐車場

月4 

[記長ll品詰

大村市開発公 社

種

車輪

車
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検
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お
子
さ
ん
の
こ
と
や
、

妊
娠
ま

た
は
避
妊
な
ど
に
つ
い
て
相
談
が

4月前半の日曜当番医

日 |判長科目 | 医 院 名 |所在面下電一言1

1小児科 IIl¥u小児科 i諏 訪 12-22521 
2 1:外 科 1佐藤外科 !杭出津 12-30701

|産婦人科 |後藤医院 [松並 12-6015

9 I内 科(松永医院 | 乾馬場 I~側
外 科松尾外科 |東本町 2-3331

※4月後半の日曜・祭日当番医は 4月 1日号
の市政だよりでお知らせします。

診
療
時
間
午
前

9
時

t
午
後

6
時

※ 

事

故

を

あ
る
人
、
血
圧
が
気
に
な
る
人
な

ど
ご
利
用
下
さ
い
。

場
所
市
役
所
健
康
相
談
室

4月の健康相談日程

[ 日 1 9:00~内11:001 13:00 ...... 容16:00 
3 妊婦相談 一般健康相談

5 乳幼児相談 妊婦教室(第1回)

12 

---------------一

妊婦教室(第2回)

17 妊婦相談 一般健康相談

日幼児相談妊婦教室町

語一二三三 ア |妊婦教室(第4面「

-3歳
児
健
康
診
査

対
象
昭
和
四
十
九
年
九
月
生
れ

の
幼
児
を
対
象
と
し
ま
す
が
、

周
年
三
月
か
ら
八
月
生
れ
で
ま

だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い

幼
児
も
受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時
三
月
二
十
三
日

午
前
九
時
三
十
分

t
十
時
三
十

分
、
午
後
一
時

t
二
時
三
十
分

場
所
市
役
所
第
一
会
議
宅

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

な
お
、
現
在
は
し
か
、
水
ぼ

う
そ
う
、
百
日
咳
な
ど
の
病
気
に

か
か
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
は
、
次

回
に
お
受
け
下
さ
い
。
(
毎
月
第

四
木
曜
日
)

-
妊
婦
教
室

赤
ち
ゃ
ん
は
、
お
母
さ
ん
の
お

っ
ぱ
い
を
ま
っ
て
い
ま
す
。

妊
娠
中
か
ら
お
乳
の
手
入
れ
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

時

間

午

後

一

時

t
四
時

場
所
市
役
所
健
康
相
談
宅

妊

月日 | 内 容

4(第月m5日 踏はじめで2て2母親害AとFなる心マ得ッサージの実習)

4(第月21回2日5I ο0妊安産娠の中たの栄め養にの(補と助り動方作(貧・妊血婦食体の操実の習実)習)

4(第月31回9日)||:。産開後のマ保健25fTCFのさせ方の実習〉

1l 4(第月4初1可日)1門0乳家幼塵児の主の環せ境のたと性め格に L家族計画)

手呈日
....... 
主教虫害

犬の登録と狂犬病予防注射日程

園
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
の
予
防
注
射

飼
い
犬
は
毎
年
一
回
の
登
録
と

六
カ
月
ご
と
の
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

別
表
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の

で
必
ず
受
け
さ
せ
て
下
さ
い
。

対
象
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬

手
数
料

登
録
手
数
料

注
射
手
数
料

一
頭
三
百
円

一
頭
五
百
五
十

円

注
射
済
票
一
頭
分
百
五
十
円

合
計
千
円
が
必
要
と
な
り
ま
す

※
県
が
徴
収
す
る
手
数
料
規
則
の

一
部
が
改
正
さ
れ
四
月
一
日

か
ら
狂
犬
病
予
防
注
射
手
数
料

が
変
り
ま
す
。

マ
お
願
い

犬
は
丈
夫
な
鎖
か
綱
で
つ
な
ぎ

か
み
つ
く
く
せ
の
あ
る
犬
に
は
口

輸
を
つ
け
て
つ
れ
て
き
て
下
さ
い

ま
た
、
登
録
と
注
射
が
済
ん
だ

犬
に
は
、
必
ず
首
輪
に
鑑
札
と
注

射
済
票
を
つ
け
て
下
さ
い
。

。
犬
の
避
妊
手
術
に

補
助
金

狂
犬
病
予
防
注
射
期
間
中
に
申

請
の
あ
っ
た
も
の
に
対
し
て
は
、

補
助
金
が
つ
き
ま
す
。

マ
オ
ス
一
頭
当
り
手
術
料
三
千

五
百
円
(
飼
い
主
負
担
二
千
五

百
円
)

マ
メ
ス
一
頭
当
り
手
術
料
七
千

円
(
飼
い
主
負
担
五
千
五
百
円
)

希
望
者
は
印
か
ん
持
参
の
う
え

予
防
注
射
会
場
で
お
申
込
み
下
さ

月日 | 実 施場所 |実施時間

4/10 I市 役所 110:00......問。

1今村公民館 I10:30......11:00 

l溝陸公民館 111:15......11:30 
4/11 i 

三 浦出張所 I13:00......13:40 

i !元農協 西 部 支 所 l山 J五一
!平小)11 (倉田宅前)

|鈴 田出 張 所

|岩松 駅 前

|久原団地(集会場)

|椎池公民館 114:30......15:20

13 1中地区住民センター |10:00-15:00

寿 古公民 館 i 9:30......川

苧 一 言一 出張所 110:15......12:00 

)ム両i…:00
植 松公民 館 115:20......16:00

|徴 神 堂広場 19:30......10:00 

I ~取訪 公民館 1 10:30......11: 50 
14/171--------1-

|池 田公 民館|け13:0ω0......14:001 

35而日よ 長亘;IIg司一EEEE!山瓦函函玩丙IR ! 

竺リ 竺?ペ[川
l;東東光寺公 民 館 111工:1日5......1日1:30 ! ! 

lι4/凡18卜十一一一一一一一一一一一一| 一一
松 原出張所 113:00......14:0o 

!武留路公民館 114:10""""14:40i 

l-hi竹松出張日川5:00

黒 木 パス終点 UO:OO~20:15 1
黒 木小学 校下 I10: 30 -11: 0o i 

4/20 久良原 公民館 11115~1110l
4/20 !萱瀬出張所 I13:00""""13:3o i 

i 南川内小 学 校下 I]3:45""""14:0o I 

l iE代公一両副i

!厄瓦瓦貢} 11川判5:3o

4/21 大村保健所 |川川川1刊此0:0判

※1臼2時""""1珂3時まで昼食のため休けいします。

よ
'.， 

~~'、

酒

が

疲

労

が

ス

ピ

ド

カS



乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

四また切市日
時でだ 体)
にはし 育と
し、、 課す

ま三四 でる
す 月 月 午
。二一後

十日 二
五{時
日十受
午五付
後日 締

-U
古
?
し
ょ
・
つ
。

主
催
西
大
村
小
校
区
社
会
体
育

振
興
会

日
時
三
月
二
十
六
日
(
日
)

(
雨
天
中
止
)

午
前
九
時

l
午
後
三
時
三

十
分

集
合
場
所
西
大
村
小
学
校
校
庭

コ
l
ス

A
コ
i
ス
(
家
族
組
)
六
回

B
コ
i
ス
(
少
年
・
少
女
組
)

七
回

申
込
方
法
各
町
内
会
長
・
各
町

内
子
ど
も
会
育
成
会
長
で
取
り

ま
と
め
て
申
し
込
む
こ
と
。

申
込
締
切
三
月
二
十
二
日

申

込

先

西

小

阿

比

留
秀
敏
宛

西

中

氏

福

治

昭

宛

。
発
熱
や
下
酬
を
伴
う
急
性
疾
患

の
乳
幼
児

o

重
症
結
核

・
心
臓
血
管
系
疾
患

病
後
衰
弱
・
栄
養
障
害
の
乳
幼

児
。
額
出
及
び
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
一
カ
月
を
経
過
し
て
い
な

い
乳
幼
児

時

間

午

後

二

時

t
三
時

※
な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
を
も

っ
て
き
て
下
さ
い
。

※
日
程
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

昭和53年 3月15日
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-
小
児
マ
ヒ

生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

投与日

役所 |

一一一一i4月4日

瀬出張所 j

ち 公民舘 i

浦診療所 4月5日

田出張所

松出張所

4月6日

生ワクチン投与実施日程

該
当
者
生
後
六
カ
月
以
上
で
初

同
投
与
を
う
け
て
い
な
い
乳
幼

児
及
び
二
凶
自
の
投
与
が
す
ん

で
い
な
い
乳
幼
児

料
金
無
料
で
す
が
、
昭
和
五
十

二
年
度
の
市
民
税
の
税
制
を
お

た
ず
ね
し
ま
す
の
で
、
必
ず
調

べ
て
き
て
下
さ
い
。

受
け
ら
れ
な
い
人

舘

所

場

張

民公

出

-
試
合
の
結
果

会

重

一一一一見

。

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

一
一
月
二
十
六
日
行
わ
れ
成
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。

優

勝

六

年

男

子

松

原

小

六
年
女
子
西
大
村
小
A

五
年
男
子
福
重
小

五
年
女
子
西
大
村
小

B

準

優

勝

六

年

男

子

福

重

小

六
年
女
子
松
原
点

4

五
年
男
子
松
原
小
A

五
年
女
子
福
重
小

。
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

一
一
月
十
九
日
行
わ
れ
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す

優
勝
六
人
制
男
子

H

女
子

九
人
制
男
子

H

女
子

諏

福

き
練
習
を
希
望
さ
れ
る
人
は
継

続
で
き
ま
す
。

対
象
一
般
、

高
校

・
中
学
・
小

学
生
男
女

場
所
市
武
道
館
二
階

参
加
申
込
練
習
日
に
市
武
道
館

(
曾
②
l
四
八
四
六
)
、
ま
た
は

内
田
さ
ん
(
禽
④
|

O
七
四
一
)

へ
参

加

料

無

料

服
装
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
エ
ア

l

か
‘
そ
れ
に
準
じ
る
も
の

圃
循
環
器
検
診
の
結
果

一
一
月
上
旬
に
実
施
し
ま
し
た
循

環
器
検
診
の
結
果
は
、
診
察
の
お

す
す
め
の
通
知
が
三
月
五
日
ま
で

に
届
か
な
か
っ
た
人
の
所
見
は

「
異
常
な
し
」
で
す
。

一向

μ

一
市
民
相
談
室
で
す
べ
て
無
料

で
行
っ
て
い
ま
す

一
厚
生
・
国
民
年
金
相
談

一

(

毎

月

第

四

水

曜

日

)

一

厚

生

年

金

と

国

民

年

金

の

-
通
算
関
係
、
保
険
給
付
や
手

↑
続
き
な
ど
年
金
問
題
に
つ
い

て
お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
人

一
は
個
人
に
限
ら
ず
、
事
業
所

一

で

も

結

構
で
す
か
ら
お
気
軽

一
に
ご
相
談
下
さ
い
。

-

日

時

三

月

二
十
二
日

~

午

前

十

時

t
午
後
三
時

交

通

事

故

相

談

-

(
毎
月
第
四
火
曜
日
)
一

交
通
事
故
問
題
で
困
っ
て
一

お
ら
れ
る
人
な
ど
、
お
気
軽
一

に

ご

相

談

下

さ

い

。

~

日
時
三
月
二
十
八
日

午
前
十
時
J
午

後

三

時

一

人

権

(

身

の

上

)

相

談

一

(
毎
月
第
一
木
曜
日
)

1

土
地
問
題
、
金
銭
貸
借
、
.

戸
籍
、
登
記
、
相
続
、
扶
養
一

家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
、
そ
の
一

外
一
般
法
律
問
題
で
苦
し
み
↑

悩
ん
で
お
ら
れ
る
人
な
ど
、
.

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

日

時

四

月

六

日

一

午
前
九
時
三
十
分

l
午
後
三
一

時

-

園
日
年
度

補
助
グ
ラ
ン
ド

ナ
イ
タ
ー
使
用

ス

ポ

ー

ツ

りむ

園
少
林
寺
拳
法
教
室

。
チ

l
ム
登
録
が

h

必
要
で
す

登
録
内
容
責
任
者
、
保
証
人

二
人
、
チ
l

ム
名
簿

提
出
期
限
四
月
一
日

※
様
式
は
市
教
委
体
育
課
へ

O
使
用
申
込
受
付

一

申

込

一

使

用

期

間

一

一
受
付
日
一

一

一
五
日
一当
月
の
十
六
日

1
月
末
一

一
一
干
日
一
翌
月
の
一
日

t
十
五
日
一

。
土
・
日
・
祝
日
は
翌
日
(
平
常

お

健
康
で
明
る
い
生
活
を
す
る
た

め
に
、
体
を
動
か
し
、
汗
を
流
し

た
く
ま
し
い
体
力
と
精
神
力
を
養

う
教
室
を
開
き
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ど
参
加
下
さ
い
。

期
間
三
月
二
十
七
日

l
四
月
二

十
八
日
(
毎
週
月
・
水
・
金
曜

日
、
午
後
六
時
三
十
分

i
八
時

三
十
分
)

※
と
だ
し
・
期
間
終
了
後
、
引
続

園
第
2
回
西
大
村
小
校
区

オ
リ
エ
ン
テ
l
リ
ン
グ

大

会

お

萱
瀬
中

玖
島
中

郡
中

玖
島
中

市政だより

第
二
回
西
大
村
小
学
校
校
区
の

オ
リ
エ
シ
テ

l
リ
ン
グ
大
会
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

あ
な
た
も
、
ぼ
く
も
、
お
父
さ

ん
も
、
お
母
さ
ん
も
、
み
ん
な
そ

ろ
っ
て
参
加
し
、
体
力
づ
く
り
を

準
優
勝

六
人
制
男
子

H

女
子

九
人
制
男
子

H

女
子

玖
島
中

西
大
村
中

玖
島
中

西
大
村
中

(7) 
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(8) 

も

よ

お

し

り

-
第

6
回

おお む

文
化
映
画
鑑
賞
会

市政だより

ー
郷
土
シ
リ
ー
ズ
|

日
時
三
月
二
十
五
日
(
土
)

午
後
二
時
か
ら

場
所
中
央
公
民
館

対
象
中
・
高
校
生
・
一
般
成
人

入

場

料

無

料

映
画
十
六
ミ
リ
、
カ
ラ

l
作
品

「
お
お
む
ら
」
三
十
分

天
然
の
風
土
に
恵
ま
れ
、
城

下
町
と
し
て
の
数
多
く
の
史
跡

を
と
ど
め
て
い
る
大
村
。
現
在

は
県
内
交
通
拠
点
と
し
て
の
発

屡
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
内
容
を
網
ラ
り
し
た
こ
の
映

画
は
、
市
制
三
十
周
年
を
記
念

に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
大
村

の
歴
史
の
流
れ
を
見
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

「
し
ま
の
讃
歌
」
三
十
分

ー
人
と
自
然
の
対
話
|

人
間
本
来
の
姿
が
今
日
も
喜

々
と
し
て
存
在
す
る
離
島
。
そ

し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
歴
史
を
背
景

に
素
裸
の
美
し
さ
、
お
お
ら
か

さ
を
堪
能
さ
せ
て
く
れ
る
長
崎

県
の
島
々
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、

「
ひ
か
り
、
み
ど
り
、
い
の
り
」

の
長
崎
県
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
十
二
分
に
生
か
し
た
作
品

で
あ
る
。

募

集

国
春
休
み

学
童
保
育
所
を
開
設

対
象

共
働
き
、
父
子
・
母
子
家

庭
の
カ
ギ
y
子
の
小
学
付
低
学

年
期

間

三

月

二

十
五
日

i
四
月
五

日
(
日
曜
は
休
み
)

午
前
八
時

t
午
後
五
時
三
十
分

場

所

元

三

域
保
育
所
跡

指

導

員

二

人

内
容
み
ん
な
と
楽
し
く
遊
ん
だ

り
、
朝
は
勉
強
時
間
も
あ
り
ま

V マ ママ ママ
さ 主 lん大亡池亡諏亡玖夫西
ん高テは村夫田夫訪妻島辻~本
は来イチ市 久 郷 勇 郷 キ 郷 弘 町
氷郡 l ャ青次のさのクのさの
年森益リ年さ鈴ん原さ回ん小
勤山金テ団ん田の田ん中の川
続町のィ女のシ忌フの亀忌久
表の一! 子忌ゲ明ジ忌太明江
彰真部ダ部明子 lζ エ 明 郎 に さ
を崎をンのにさ さにさ ん
受正ス皆んん んは
け次ノf さははは亡

マママ
柱竹小 た亡杭県 無 本 光
時松浜 り長出立 人町と
計本お 金男津大 販の緑
を町 お 一 一 郷 村 売赤の
どのむ 封人の 養 代水 園
寄樋 ら をさ松 護 金清 向
贈口荘 ん浦 学 を春 陽

智 へ の真校 さ寮
チ 忌人へ ん へ
さ 明さ は
ん にん Î ?~j 
は あは 品

-園、、

、ー

寄

付

あ

り

が

と

，っ

社
会
福
祉
事
業
費
へ
金
一
封

た
記
念
に

マ
日
本
キ
り
ス
ト
教
団
大
村
教
会

の
皆
さ
ん
、
大
村
教
会
学
校
の

生
徒
さ
ん
、
福
重
土
曜
学
校
の

生
徒
さ
ん
は
ク
リ
ス
マ
ス
開
催

時
の
余
剰
金
の
一
部
を

慈
恵
荘
ヘ

マ
武
部
郷
の
前
田
栄
一
さ
ん
は
亡

父
福
太
郎
さ
ん
の
忌
明
に
あ
た

り
金
一

封
を

マ
竹
松
婦
人
会
の
皆
さ
ん
は
金
一

命封
と
洋
服
地
、
パ
ス
タ
オ
ル
ほ

か
八
品
目
を
ど
預
託

マ
一
の
郷
の
御
厨
虎
春
さ
ん
は
お

~ 

ざ

ま

し

た

こ
し
百
五
十
個
を
ど
預
託

大
村
子
供
の
家
ヘ

マ
向
阪
高
校
衛
生
看
護
科
の
生
徒

の
皆
さ
ん
は
文
化
祭
の
チ
ャ
リ

テ
ィ

ー
パ
ザ

l
益
金
の

一
部
を

清
和
国
ヘ

マ
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会

長
崎
県
支
部
の
皆
さ
ん
は
金
一

封
を

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ヘ

マ
兵
庫
県
尼
ケ
崎
市
の
玉
の
海
梅

吉
さ
ん
は
パ
ス
タ
オ
ル
三
百
枚

を
ど
預
託

す
問
合
せ

大
村
学
童
保
育
父
母
の
会

久
留
須
曾
③

l
七
二
八
五
(
夜
)

今
吉
宮
②
|
六
六
七
八
(
夜
)

-
大
村
混
声
合
唱
団
団
員

大
村
混
声
合
唱
団
で
は
、
新
し

い
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

性
別

・
年
齢
・
合
唱
経
験
の
有

無
な
ど
関
係
な
く
合
唱
及
び
音
楽

の
同
好
者
な
ら
ど
な
た
で
も
入
団

で
き
ま
す
。

練
習
日
毎
週
火
躍
・
金
曜

時
間
午
後
七
時
か
ら

会
場
中
央
公
民
館

団
費
一
カ
月
三
百
円

入
団
金
五
百
円

※
詳
し
い
乙
と
は
直
接
会
場
か
田

川
さ
ん
曾
②

l
四

0
0
0
・
富

永
さ
ん
曾
②
|
四
三
四
五
へ
連

絡
し
て
下
さ
い
。

-
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

(
ク
ラ
ブ
)
員

大
村
サ
ッ
カ
ー
協
会
で
は
、
サ

ッ
カ
ー
を
通
し
て
、
豊
か
な
人
間

性
と
た
く
ま
し
い
少
年
の
育
成
を

め
ざ
し
、
五
十
三
年
度
の
サ
ッ
カ

ー
少
年
団
(
ク
ラ
ブ
)
員
を
募
集

し
ま
す
。

(
現
在
五
チ

i
ム
あ
り
ま
す
)

対
象
小
学
新
四
・
五
・
六
年
生

の
男
子
を
原
則
と
す
る

週
二

t
三
田

平
日
午
後
五
時
か
ら

土
曜
日
午
後
二
時
か
ら

年
間
十
二
回
の
公
式
試
合

入
団
金
五
百
円
(
保
険

及
び
登
録
料
)

団
費
月
額
五
百
円
以
内

(
父
兄
会
で
決
定
し
ま
す
)

協
会
所
定
の
用
紙
に
記
入

の
う
え
、
各
小
学
校
へ

(
用
紙
は
学
校
に
あ
り
ま
す
)

問
合
せ
市
教
育
委
員
会
体
育
課

電
③

四
一
一
一
(
内
)
三
四

O

市
サ
ッ
カ
ー
協
会

電
②
|
六
七
八
二

練
習

費試
用合

申
込

-
長
崎
県
育
英
会

奨
学
生
(
大
学
)

資
格
長
崎
県
に
本
籍
を
有
し
現

在
県
内
に
一
年
以
上
居
住
し
、

ま
た
は
他
県
に
本
籍
を
有
し
現

在
県
内
に
五
年
以
上
居
住
し
て

い
る
人
の
子
弟
で
、
県
内
の
高

等
学
校
を
卒
業
し
大
学
に
在
学

す
る
学
生
で
、
経
済
的
理
由
に

よ
り
就
学
閑
難
な
人
(
短
大
、

大
学
院
を
除
く
)

募
集
期
限

五
月
十
日

申
込
先
市
教
育
委
員
会
庶
務
課

※
願
書
、
そ
の
他
必
要
書
類
や
詳

し
い
こ
と
は
市
教
育
委
員
会
庶

務
課
へ
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